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 私は、2019年3月末をもって連

盟常務理事職を退任することとなり

ました。全国壮年会連合が推進、運

営に関わって下さっている伝道者養

成や奨学金制度の取り組みに、共に

与らせていただき感謝いたします。 

 連盟はいま、これからの時代にふさわしい協力

伝道の体制や組織の変革とそれにリンクした財務

体系の再編に向かい合っています。地域的な教

会・信徒間の協力伝道の促進と、連盟全体で取り

組む協力伝道の焦点の絞り込み（明確化）が課題

となっていきます。その中で「伝道者の養成」は

どうしても外せないテーマだと信じます。 

 ただし、伝道者像をどのように描くかについて

は、これまでの固定観念を突破したり、練り直す

（単に壊すのでなく）必要があります。教会の

「教勢」の実情、人口衰退や高齢化による教会や

社会の構成の変化、夫婦像や家族像の変化、産業

のあり方や職種の変化、働き方の変化等が、教会

をそのまま直撃してきます。きっと牧師・教役者

に求められる役割や、教会のスチュワードシップ

論にも変化を求めてきます。「一つの教会に一人

のフルタイムの牧師がいて、日本人の聴衆に対

し、日本語で、日本人的な的価値観に根ざした説

教を語る」という固定的な伝道者像は、変えられ

ていくに違いありません。それとともにますま

す、「信徒」による教会形成、伝道と牧会、説教

と礼典が求められていくことになるでしょう。こ

れからの時代を生きる教会を見渡し、伝道と牧会

の要点を踏まえて、伝道者養成の将来像を描いて

いきたいと思います。 

 きっと、神学校の授業内容やカリキュラムは、

大きなチャレンジを受けることになるでしょう。

でもそれは「神学校の課題」ではなく、協力伝道

という私たち全体の共同のテーマなのです。  
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  「伝道者養成の将来像を描いていこう 」  日本バプテスト連盟常務理事 吉髙 叶 

 神学部に入学して3年が経ちまし

た。次年度は大学院への進学を予定

しております。予定通りにいけば、

あと2年間の学びの時間がありま

す。この時間は、私が勝ち取った時

間ではなく、主が与えてくださった

時であり、また全国諸教会の皆さま

の祈りとお支えによって生かされて

いる時であることを、肝に銘じつつ新しい学びへ

と備えております。 

神学部での生活の中で、意識させられているこ

とがあります。それは「個」と「群れ」の関係で

す。私たちは個であることを止めることはできま

せんが、同時に孤立して生きることも出来ませ

ん。誰もが、支え合う輪を必要としています。 

実を言うと、私は支えられることが苦手です。

奉仕されるより、奉仕する方を好みます。牧師の

働きも、私が一方的に神と人に仕えることだと、

私はどこかで考えてきました。 

しかし、神学者ディートリヒ･ボンヘッファー

は、「自分でも牧会を受けた経験を持った人だけ

が、牧会を実際に行うことが出来るのである

（『説教と牧会』、189頁）」と語ります。私が

考えてきたことが、ただの思い上がりだと教えら

れました。そもそも人間は、誰かから支えられる

ことなしに生きることは出来ないのであって、主

に献身したからといってそれが変わるわけではな

いのです。主は、「人が独りで生きるのは良くな

い」と語り、人間を支え合う輪の中でこそ生きる

存在として創造されました。 

今、私は全国諸教会の皆さまの祈りと、まさに

献身としか言いようのないお支えとのただ中に生

きながら、支えられるという経験の尊さと、主が

創られた支え合う命の繋がりの輪の豊かさを、身

に沁みて感じています。主が創られた輪の中に生

きる個として、皆さまと共に主の招かれる方へと

歩み続けていたいと願います。 

「主の輪の中で」   西南学院大学神学部選科3年：原田 賢（推薦教会 大宮教会） 
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  全国壮年会連合財政の健全化に向けて           全国壮年会連合事務局長 豊永義典 

 2018年度の一般会計予算の年度収支が約２８万円の赤字であることはニュース103号で示しました。 

その対策として考えられる、経費節減・会費納入率アップ・会費値上げ、の案を示します。 

いずれも各教会・伝道所の壮年の皆さんの協力なしには進められません。 

1) 献金や会費等を送金する際の手数料は、赤色の振込用紙を使っているので壮年会連合の負担となっています。これを青色

に変えて皆さんに負担してもらうことで６～８万円の節減が見込まれます。 

2) 会費の納入率は壮年全体の約４割で何とか納入率を挙げたい。各地方連合会長及び神学校献金推進委員の協力を得なが

ら、連合毎に納入ゼロの教会をなくしましょう。 

3) 会費は2007年度に500円アップし1500円として12年が経過し、2018年度は約28万円の赤字予算です。繰越金も

2019年度末にはなくなる可能性が大きい。従って、今回500円の値上げは提案せざるを得ないと考えています。 

 

2019年（第54回） 全国壮年大会 in 天城 （ご案内） 神奈川地方連合壮年会 

開催日・場所 ２０１９年８月２２日（木）～２４日（土） 天城山荘  

大会主題 信仰に押し出されて信仰に押し出されて信仰に押し出されて信仰に押し出されて  ～こんな私でいいんですか？～ 

大会聖句 

すると主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」と言

われました。だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇り

ましょう。                 （新共同訳 コリントの信徒への手紙二 １２：９） 

主題講師 

佐藤 彰 牧師（さとう あきら）保守バプテスト同盟 福島第一バプテスト教会 主任牧師 

著書：「翼の教会」、「流浪の教会」「続・流浪の教会」「順風よし、逆境もまたよし」（のちのこ

とば社）「選ばれて」ここに立つ」、「まるかじり創世記」、「こころのビタミンＡ」、「こころの

ビタミンＢ」、「いちばん大切なもの」、「教会形成の喜び」、「祈りから生まれるもの」、「信仰

から生まれるもの」他 

実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会  伊東昌彦（委員長、横浜ＪＯＹ）、小平公憲（副委員長、横浜ﾆｭｰﾗｲﾌ） 

総務小委員会：北村賢（小委員長、百合丘）、松井清（副小委員長洋光台）、高橋楠久（相模中央）、宮崎英剛（横浜JOY）、 

神山武（横浜JOY）、伊東昌彦（横浜JOY） 

会 場 小 委 員 会 ： 堀 野 浩 嗣（小 委 員 長、横 浜 戸 塚）、古 川 光 男（副 小 委 員 長、相 模 中 央）、近 藤 芳 男（横 浜 戸 塚）、 

濱﨑信郎（横浜戸塚）、高島省吾（横浜ﾆｭｰﾗｲﾌ）、上石成鋭（横浜ﾆｭｰﾗｲﾌ） 

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 小 委 員 会 ： 小 平 公 憲（小 委 員 長、横 浜 ﾆ ｭ ｰ ﾗ ｲ ﾌ）、飯 塚 道 夫（副 小 委 員 長、青 葉）、藤 井 義 喜（青 葉）、 

大須賀真人（横須賀長沢）、内田一郎（青葉） 

広報小委員会：安里耕二（小委員長、川崎）、高橋寛幸（副小委員長、青葉）、大野裕昭（川崎）、鉄井司（百合丘） 

アドバイザー：豊永義典（川崎）、坂西恵悟（横浜JOY）（以上敬称略 ） 

 


